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神谷　直亮

防災、減災、セキュリテイ、事業リス
ク対策を考える国内最大級の危機管理ト
レードショー「危機管理産業展 2018

（RISCON2018）」と国内唯一のテロ対策
専門展示会「テロ対策特殊装備展 2018

（SEECAT2018）」 が、10 月 10 日 か
ら 12 日まで東京ビッグサイトで開催され
た。事務局の発表によれば、総登録入場者
数 は、「RISCON2018」 が 19,450 人、

「SEECAT2018」が 8,291 人に達したと
いう。

第 14 回を迎えた「RISCON2018」、第
12 回となる「SEECAT2018」の会場では、
ドローンと VR の展示とデモが目立った。

今回ドローンの展示とデモを行ったのは、
空撮技研、革新的研究開発推進プログラ
ム（ImPACT）、センチュリー、岡谷鋼機、
Fulldepth、ネクシス光洋、AileLinx、ロボ
ティクス・センター・ジャパン、日本海洋、
東京消防庁、クリーク＆リバーだ。
空撮技研（本社：香川県観音寺市）は、

水難ユニット付きのドローン「Matrice 
M600 Pro」を展示して、同社が開発し
たドローン暴走防止装置「ドローンスパイ
ダー」の売込みに余念がなかった。11 月
下旬に発売するという「新型ドローンスパ
イダー DS-004PRO」は、「常に一定のテ
ンションでドローンを繋ぎ、飛行に影響な
く自由に操作が可能。ドローンが暴走し始
めた時には、手元のブレーキをかけて事故
を未然に防止する。巻取り速度は最高時速

ドローンとVRの展示・デモが目立った
「危機管理産業展2018」「テロ対策特殊装備展2018」

50km で、最長展張距離は 100m」と説
明していた。
ImPACTは、計量・測量ソリューション

用のドロー - ン「PF1-Survey」とミニサ
ーベイヤー「MR.ImP-2」を出展して注目
を集めた。ACSL 製の「PF1-Survey」は、
独自の制御技術によって時速 50km 以上の
高速飛行を実現し、このレベルのスピード
で飛行中でも対応できる 4 眼高速カメラを
搭載している。「MR.ImP-2」の特色は、回
転速度に代わるプロペラ・ピッチによる飛
行制御とモータのー集約化を行うことで、
機動性と安全性を向上させて飛行時間の延
長を実現している点にある。

センチュリーは、中国の HARWAR 社製
の AI 搭載ドローン「D-HOPE-3」を出展
した。ドローンそのものより搭載できるモ
ジュールの多様性がウリで、珍しい例とし
ては、気体探知モジュール、液体消火弾モ
ジュール、拡声器モジュールなどが挙げて
いた。
岡谷鋼機（本社：愛知県名古屋市）は、

プロドローン社製の国産ドローンに小型
軽量のウインチを組み合わせて展示した。
DAIWA のフィッシィングリール技術を活
用してグローブライド社が開発したシステ
ムという。ホバリング中のドローンから救
援物資、AED、センサー、カメラなどの
昇降を行うことができるのがミソである。
ウインチの想定負荷は最大 8kgf、糸長は
80m とのことであった。

Fulldepthは、水中ドローンを出展して
脚光を浴びた。7 基のパワフルな推進器と、
潮流の影響を低減する 3.7mm 径の光ファ
イバーの組み合わせにより、安定した水中
撮影を実現する。また、撮影した映像（Full 
HD 30fps）は、インターネット経由でリ
アルタイム配信が可能という。実際に「ス
カパーと衛星を使って伝送デモも行った実
績がある」と語っていた。駆動時間を聞い
て見たら「最大 4 時間」との回答であった。
ネクシス光洋（本社：北海道旭川市）

は、 カ ナ ダ の Aeryon 社 製 の ド ロ ー ン
「SkyRanger」を紹介した。タブレットに
よるシンプルなタッチスクリーンコントロ
ールができるというのがウリである。カメ
ラユニットは、高解像度カメラ、デュアル
EO/ 赤外線カメラ、30 倍ズームカメラが
揃っている。ブースの担当者は、「間もなく、
次世代ドローン R-70 型を発売するので期
待して欲しい」と語っていた。どこが改良
されるのか聞いて見たら、1 バッテリーを
4 バッテリーにすること以外はまだ公開で
きないとのことであった。
AileLinx（本社：広島県府中市）は、安

全保障用電動無人ヘリコプターを出展して
注目を集めた。機動性に富んだシングルロ
ーター方式を採用し、長距離広範囲にわた
る精密監視を実現するというのがウリであ
る。
ロボティクス・センター・ジャパンは、

カナダ・オタワに本社を構えるロボティク
ス・センターの日本法人である。同社は、
最大飛行範囲 10km、通信速度 8Mbps の
無線リンクを実現する「VORTEX LIFT」
を出展した。ブースの担当者は、「このドロ
ーンに専用の CellScan を塔載すれば、最
大 3km の範囲において、対象人物を数秒
で特定できる」と語っていた。同社のブー
スではこの他、「DTX2 ROV」と呼ばれる
海中ロボットも展示されていた。ソニーの
4K アクションカムを搭載しており、水中
300 メートルでの撮影が可能という。
日本海洋は、フランスの Elistair 社の有

写真1　空撮技研は、水難ユニット付きのドローン
とドローン暴走防止装置「ドローンスパイダー」の
売込みに余念がなかった。

写真2　Fulldepth は、7基の推進器を搭載し、リア
ルタイムに撮影データを送信できる水中ドローンを
出展して注目を集めた。
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線給電システムとスロバニアの C-Astral 
Aerospace 社の固定翼無人航空機を紹介
した。オリオンと名付けた給電システムは、
簡単なリール機構で飛行高度 80m まで対
応できる。

今回 VR を使った予想外のデモを大々的
に行ったのは東京消防庁だ。VR 防災体験
車を会場に持ち込んで、来場者に「Oculus 
Gear VR」ヘッドマウントディスプレイ

（HMD）を使って、地震の体験を促した。
30 分待ちの長い行列ができるほど最も関
心を呼んだデモであった。説明員によれば、

「地震以外に、火災と風水害のコンテンツも
用意している」という。
「VR/AR ソリューション・インテグレ

ーターのプロ集団」を自認するクリーク・
アンド・リバーは、同社の「IDEALENS 
K2 +」HMD を使って、建設現場の安全
活動の一環として普及している高所での
足場体験を促していた。同社の VR HMD
は、パソコンやスマートフォンが不要なス
タンドアローン型になっているのが特色で
ある。つまりケーブルレスでハイスペック

（2.5K クラスの解像度）を実現しており、
昨 年「Design Intelligence Award Top 
100」を受賞している。これまでの実績に
関しては、「竹中工務店の消防訓練用、日
立建機の油圧ショベル事故防止用、セカン
ド・サイドの安全教育用などなどに採用さ
れた」という。また、今後の計画について
は、「4K レベルの IDEARENS K3 を開発
中で、2019 年初めには発売できそう」と
語っていた。なお、同社のブースでは、「ODG 
R7」「Oculus Go」「Pico」「Mirage」など、
他社のスマートグラスや HMD による比較
デモも行われ来場者の関心を呼んでいた。

ドローンと VR 以外で目に付いたのは、

エーティコミュニケーションズ、日本デジ
コム、キヤノン、リコーのブースだ。　
エーティコミュニケーションズは、災

害対策や事業継続のために必要な衛星
通信機器の売り込みに力を入れており、

「Satcube」「Explorer5075GX」「QCT90」
「CCT120」、衛星中継車など、多彩な製品
をブースに並べて注目を集めた。今年の後
半から売り込みに力を入れている超小型 Ku
バンド対応平面アンテナ「Satcube」は、
重量がわずか 8Kg の PC サイズであるが、
JCSAT-4B を使った折り返しデモで上り
下り 15Mbps の通信を実現できたという。
Cobham 製 の「Explorer5075GX」 は、
インマルサット・グローバルエクスプレス

（GX）用電動アンテナである。カーボン製
4 枚の構成で、75cm のセンターフィード
を採用している。今回展示された衛星中継
車には、インマルサット GX 用の Cobham
製直径 1m のアンテナが搭載され、通信速
度については「上り最大 5Mbps、下り最
大 50Mbps を実現する」と語っていた。
日本デジコムは、2 種の衛星携帯電話（イ

ンマルサットの「IsatPhone2」、Thuraya
の「XT-Pro」） と
3 種 の 衛 星 通 信
端 末（「Hughes 
9 2 0 2 M 」、

「Thuraya IP+」、
「 C o b h a m 
Explorere710」）
を 目 玉 に し
て 出 展 し た。

「IsatPhone2」に
つ い て は、RJ11
ポートを備えてい
る「IsatDock2 

Pro」も紹介して「家庭用の電話機を接続
して衛星電話として利用できる」と PR に
余念がなかった。インマルサット BGAN に
対応する「Hughes9202」は、発売を始
めたばかりの新製品とのことであった。

カメラシステムについては、今回 2 つ
の興味深い製品が関心を呼んでいた。1 つ
は、キヤノンのブースに展示された世界
初の死角のない 360 度動画を記録できる
高性能ボディカメラシステム「FITT360 
SECURITY」である。首周りに着用して撮
影できるのが特徴で、4 台の超小型ネック
カメラが組み込まれている。カメラは、キ
ヤノン製ではなく韓国の LINKFLOW 社製
とのことであった。

も う 1 つ は、 リ コ ー の「PENTAX 
645Z IR」赤外線撮影システムで、レンズ
の前に IR フィルターを付け可視光域をカッ
トすることで鮮明な撮影を実現していた。

Naoakira Kamiya
衛星システム総研　代表

メデイア・ジャーナリスト　

写真3　東京消防庁は、VR防災体験車を会場に持
ち込んで、来場者に地震体験の場を提供した。

写真4　エーティコミュニケーションズは、PCサ
イズの超小型平面アンテナ「SATCUBE」を目玉に
して出展した。

写真5　キヤノンは、360度動画を記録できる高性
能首かけ型カメラを紹介して来場者の意表を突い
た。


